
平成 30 年度 北陸新幹線サミット（ＨＳＳ）  実施要項 

～長寿県 NAGANO から世界のいのち・健康を支えるグローバルリーダーの育成～ 

１ 主 催  長野県上田高等学校  

後援：駒ヶ根青年海外協力隊訓練所（JICA 駒ヶ根）、ＪＲ東日本長野支社 

    

２ 目 的  

上田市は北陸新幹線の起点東京～終点金沢の中間点に

位置し、本校は上田駅から徒歩 6分の交通の便が良い場

所に立地しています。本年も新幹線沿線にあるＳＧＨ指

定校に通う高校生を中心とした課題研究発表会・意見交

換会を企画いたしました。本校ＳＧＨ科目グローバルス

タディⅢ生徒が運営いたします。関東北陸甲信越地域の

高校生が課題研究を通じ切磋琢磨する場としたいと考え

ています。 

 

３ 日 時  

平成 30 年６月 16 日(土) 10：30 から 16:00 

 

４ 会 場 長野県上田高等学校（上田駅より徒歩６分） 

 

５ 日 程  ※各自昼食をお持ちください。（上田城跡公園で食事会をひらきます） 

 

 

 

  10:30～11:15 開会行事 記念講演 清泉女子大学教授 大井恭子先生 

  11:30～12:45 分科会プレゼンテーション① 

Ⅰ信州発いのち・健康フォーラム 

Ⅱ地域の課題から地域創生を提言 

Ⅲグローバル課題から解決策を提言（日本語） 

Ⅳグローバル課題から解決策を提言（英語） 

12:45～13:45 昼食および交流：上田城跡公園 

 本校は上田城三の丸（旧藩邸）にあり、ＮＨＫ大河ドラマ真田丸の舞台上田城は徒歩 5分

の所にあります。上田城跡公園で弁当を持参してグループで昼食をいただきましょう。 

（雨天時は学校内となります。） 

14:00～15:15 分科会プレゼンテーション② 

15:30～16:00 閉会行事 

 

 

 

 

６ 発 表 （プレゼンテーション１０分・質疑応答＆ディスカッション１０分） 

ＰＣ、プロジェクタ、スクリーンを会場に準備します。スライドにて発表してください。 

プレゼンテーション後、話題となった課題について講師とともにグループディスカッションし

ます。 

申込の際、発表者は、発表タイトルとディスカッションしたい内容を記入してください。 

当日使用するプレゼンテーションソフトウェアは Microsoft PowerPoint です。当日はＵＳＢ

メモリにデータを保存してご持参下さい。その他のソフトウェアをご使用の場合は、それぞれＰ

はくたか 556 号 金沢発 8:23→富山 8:47→長野 9:59→上田着 10:11 

はくたか 555 号 東京発 8:44→大宮 9:09→高崎 9:34→上田着 10:09 

あさま 617号はくたか 569号 上田発 16:37→長野 16:57→富山 18:01→金沢着 18:24 

あさま 626号        上田発 16:36→高崎 17:15→大宮 17:46→東京着 18:12 



Ｃを当日ご持参ください。 

 

分科会プレゼンテーション①11:30-12:45 分科会プレゼンテーション②14:00-15:15 

11:30-11:35  講師紹介 14:00-14:05 講師紹介 

11:35-11:55 プレゼンテーション１ 14:05-14:25 プレゼンテーション４ 

11:55-12:15 プレゼンテーション２ 14:25-14:45 プレゼンテーション５ 

12:15-12:35 プレゼンテーション３ 14:45-15:05 プレゼンテーション６  

12:35-12:45 講師助言 15:05-15:15 講師助言 

※上記時間割は参加高校・グループ数により変更があります。 

 

７ 分科会のご案内 ※それぞれの分科会には、講師をお迎えし、指導助言していただきます。 

分科会Ⅰ 信州発いのち・健康フォーラム        

テーマ：世界の人々のいのち健康を守る（保健医療衛生） 

□保健、医療、衛生、福祉、栄養、健康、寿命などの分野 

保健医療寿命に関する課題研究テーマを募集します。 

例：「日本の地域医療システムをアジアに提言」 

助言者：佐久大学理事長､佐久総合病院医師 

分科会Ⅱ 地域の課題から地域創生を提言 

テーマ：高校生から発信する地方創生～地域と町づくり 

   □地域創生、教育、生態系、経済ビジネス、起業ＣＳＲ、観光、食と農業、資源、防災復興

などの分野、地域の課題解決に関する課題研究テーマを募集します。 

例：「地域を活性化する地元ＮＰＯと共同プランの立案」 

助言者：長野県立大学教授、長野県教育委員会事務局職員 

地元ＮＰＯ代表、大学生（慶應義塾大学､青山学院大学） 

分科会Ⅲ グローバル課題から解決策を提言（日本語）          

テーマ：課題解決～グローバル課題を考える（日本語） 

□多文化共生、哲学、宗教、藝術、法と人権、ジェンダー、外交、安全保障、 

平和、貧困、国際協力、国際開発、持続可能な発展などの分野 

グローバル課題に関する課題研究テーマを募集します。 

例：「海外研修体験より国際協力について考察」 

助言者：JICA 職員、大学生（筑波大学社会・国際学群） 

分科会Ⅳ グローバル課題から解決策を提言（英語）           

テーマ：課題解決～グローバル課題を考える（英語）  

□多文化共生、哲学、宗教、藝術、法と人権、ジェンダー、外交、安全保障、 

平和、貧困、国際協力、国際開発、持続可能な発展などの分野 

グローバル課題に関する課題研究テーマを募集します。 

例：「海外研修体験より国際協力について考察」 

助言者：清泉女子大学教授、長野県教育委員会事務局職員､長野高校Ｇ講師 

大学生（東京外国語大学、千葉大学） 


